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 要 旨   

 

目的： 

問題のあるインターネット利用（PIU）は物質依存、ギャンブル、社会的障害、機能障害など

と関連することが報告されている。今回の調査ではレバノンの学生がどの程度 PIUの影響を受

けているのかを評価し、またその関連要因を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

レバノンにある 16 校に通う 14 歳から 17歳の青年 2,000 例を対象に、2019年 1 月から 5 月

の期間にWeb調査にて横断研究を行い、回答を得た 1,810例を分析対象とした。インターネッ

ト中毒試験(IAT)にて“重度”に該当した場合に PIUであると判定した。重回帰分析にて、IATを

従属変数、アルコール依存度、水タバコ依存度、ニコチン依存度、うつの得点をそれぞれ独立

変数として投入（モデル 1）、これらに社会経済的変数を投入した（モデル２）検討を行い、PIU

への影響を評価した。さらに、多項ロジスティック回帰分析にて、インターネット利用（平均

的なインターネット利用に対する、頻回利用・重度利用）を従属変数として、関連要因を評価

した。 

 

結果： 

平均的なインターネットの利用率は 74.8％（95％CI：0.72-0.76）、頻繁なインターネットの利

用率は 20.7％（95％CI：0.18-0.22）、重度のインターネット利用率は 4.5％（95％CI：0.03-0.05）

であった。IAT のスコアの高さはアルコール依存度やうつ病、両親が別居していることと有意

に関連していた。一方で IATスコアの低さは水タバコへの依存の高さと関連を認めた。 

 

結論： 

レバノンの学生において、うつ病や依存症などのいくつかの精神疾患と PIU が関連している

ことが示された。この結果は政策立案者にとって、PIUに関する問題をより詳細に検討するこ

とで、効率的な予防行動を促す対策の第一歩となる可能性がある。 

 


